
様式１

平成26年度公共事業再評価調書 担当室名　河川海岸整備課

工事着手年度

(1)事業目的

(2)事業内容

　・麻機遊水地　第1工区　面積　21.7ha、第2-1工区　面積　51.0haの築造

　・大谷川放水路　延長　6,300mの護床工

(1)事業を巡る社会情勢等の変化

(2)事業の投資効果

　B/C　=　5.11

(3)事業の進捗状況

進捗率　55.5％　（平成26年度見込み：25,129百万円／45,292百万円）

評価

評価

(1)対応方針案

本事業を（　継続　・　見直し後継続　・　中止　）する。

(2)理由

・放水路の通水や遊水地の暫定供用など、段階的整備により早期効果発現を図る。
・遊水地の整備にあたって、掘削により生じる発生土は、築堤材等に有効利用するな
ど、コスト縮減に努めていく。

25,129

平成11年度

平成12年度 平成13年度

平成11年度　～　平成40年度計画期間

1,029
投資状況
（百万円）

　麻機遊水地第2-1工区は、加藤島、安東川、豊地、立石の４エリアに分け、段階的な整
備を進めている。現在は、整備効果の高い加藤島、安東川エリアの用地買収を先行して
おり進捗は95％（面積比）となっており、引き続き残りの地権者との用地交渉を進め、
早期完成を目指している。

番号 6

総合治水対策特定河川事業

二級河川　巴川
ともえがわ

（第Ⅱ期計画）

事　　業

整備計画報告（H21）後5年が経過

の見込み

事業採択年度

概　　要

　麻機遊水地第1工区は完了し、現在は、第2-1工区の用地買収および暫定掘削工を実施
中である。大谷川放水路は、3,738mの護床工が完了している。なお、平成21年4月には、
内水対策や流域対策を強化できる特定都市河川浸水被害対策法に指定され、流域一帯と
なった総合治水対策を実施している。

事業の進捗

全体事業費

用地着手年度

311

再評価理由※

箇　所　名

対応方針案

【視点２】

【視点３】

新たなコス
ト縮減・代
替案立案等
の可能性

今　後　の

【視点１】

継続が妥当　・　視点３による見直し後継続が妥当　・　継続は妥当ではない

23,789

静　岡　県

百万円 ～H24年度

45,292

事業主体

関係市町村

H26年度見込 計H25年度

　巴川の改修、大谷川放水路及び大内・麻機遊水地の建設を3本柱とする総合治水対策を
実施し、年超過確率1/10の降雨(時間雨量69ミリ)による洪水を安全に流下させ、巴川流
域の浸水被害軽減を図る。

　巴川は狭窄部の560mと河口部の2,100mの改修、大谷川放水路は護岸工6,300m、大内遊
水地と麻機遊水地の第3～4工区を整備し、第1期計画(年超過確率1/5、時間雨量58ミリ対
応)が平成16年度に完了した。現在は、第2期計画を進めており、治水施設や流域対策の
効果が現れているものの、都市部として十分な治水安全度に達していない。
　近年頻発する局所的な集中豪雨や、土地利用の変化や地形的要因による浸水被害形態
の複雑化に対応するため、総合治水対策の必要性は一層高まっており、地元の事業に対
する要望は強く、当該事業に対する期待度は極めて高い。

事　業　名

　事業は進捗しており、費用対効果も認められる。地域住民の期待は大きく、浸水被害
を解消するため事業継続とする。

事　業　の

必　要　性

継続が妥当　・　視点３による見直し後継続が妥当　・　継続は妥当ではない

静岡市
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総括表

 総費用Ｃ 56,352百万円

Ｂ/Ｃ 5.11

総便益

総費用

費用対効果算出説明書

287,965百万円

二級河川 巴川（第Ⅱ期計画）
　   （「治水経済調査マニュアル（案）」国土交通省河川局  平成１７年４月）

[治水事業を実施しない場合の被害額]－[治水事業を実施した場合の被害額]
+[施設の残存価値]
　※ 現在価値化後

[建設費]＋[評価期間内に必要な維持管理費]
　※ 現在価値化後

 総便益Ｂ

○事業建設費
　　各年の事業建設費を社会的割引率4％で現在価値化する。

○評価期間内に必要な維持管理費
　　各年の維持管理費を社会的割引率4％で現在価値化する。
　　建設費の0.5%／年、評価対象期間：80年

　総費用
　　Ｃ＝　∑各年事業建設費／（1＋0.04）n＋Σ年間維持管理費／（1＋0.04）n
　　　＝　50,345百万円　＋　6,007百万円
　　　＝　56,352百万円

○治水事業の有無による被害額の差分
　　年平均被害軽減期待額を社会的割引率4％、評価対象期間80年（整備期間30年＋50年）とし、
　　現在価値化する。

○施設等の残存価値
　　評価期間末における施設等の残存価値を社会的割引率4％で現在価値化する。

　総便益
　　Ｂ　＝　Σ年平均被害軽減期待額／（1＋0.04）n + 評価期間末残存価値／（1＋0.04）n
　　　　＝　286,347百万円　＋　1,618百万円
　　　　＝　287,965百万円

※ 被害額は洪水による家屋、事業所、農作物、公共土木施設などの被害額と営業停止損失、家庭・事業所における
　　応急対策費用である。
※ 年平均被害軽減期待額は洪水の生起確率を生起確率別被害軽減額に乗じ、計画対象規模まで累計することに
　　より算出する。
※ 整備期間中の便益は、事業費に比例して発生するものとする。
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静岡鉄道

麻機遊水地工区
(1期計画　  A=86ha
(2期計画  　A=163.7ha)
第1工区　   A=21.7ha
第2-1工区  A=51.0ha
第3工区　   A=55.0ha
第4工区　   A=31.0ha
第5工区   　A=5.0ha

東名高速道路静岡県庁

静岡市役所

静岡土木事務所

旧清水市役所

巴川　位置図

河川

流域界

市町村界

市街化区域

前々年までの施工
当年度の施工

次年度以降

浸水区域

凡例
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H26埋文調査H26用地買収 H26排水樋門

遊水地第1工区

9.33
H.W.L 8.73

6.90

9.17

4.66

7.80
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周囲堤 巴川

大谷川放水路

～遊水地：多自然かわづくり～
　1:3.0の土羽護岸を実施
　新たに湿地環境を創造する
　貴重種（植物・魚類）の保全を図る

～放水路多自然かわづくり～
　貴重種である「ミクリ」の調査・移植
　を行い環境保全を図る。
　貴重種に配慮しつつ、護床工を実施

麻機遊水地工区
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麻機遊水地現況写真(航空写真）
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第１工区
（H22完成）

第３工区
（H16完成）

第４工区
（H13完成）

新東名高速道路

国１BP

H25.11 撮影

加藤島

安東川

立石
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麻機遊水地現況写真

麻機遊水地現況写真

巴川
遊水地

麻機遊水地第１工区の供用状況
（平成23年９月５日台風22号）

巴川

遊水地

麻機遊水地第３工区の供用状況
（平成16年6月30日豪雨）
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大谷川放水路現況写真

東名高速道路

国150号線

H25.11 撮影

改修済区間

平成26年度実施

未改修区間

　凡　　例

 国150号.
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大谷川放水路現況写真（護床工実施前）

大谷川放水路現況写真（護床工実施後）

水上2号橋より上流を臨む

大谷川放水路（駿河区水上）

水上１号橋より上流を臨む

H26.4 撮影

（再）－河川砂防－26




